
「きざみのり」が使用されたノロウイルス食中毒事例について 

 

１ 「きざみのり」の概要 

 製造者 

  ㈱東海屋（大阪市都島区中野町 2-5-2） 

  加工（裁断・袋詰め）者 

   いそ小判海苔本舗（大阪市北区天満 4-2-9） 

  賞味期限 17.12.01 

 

２ 「きざみのり」が使用されていた食中毒事例 

 事例１ 

発生年月日 平成 29 年 1 月 17 日 

原因施設 東京都立川市学校給食共同調理場（センター方式） 

  患者総数 1,098 名（2月 24 日現在） 

  ・きざみのりからノロウイルス検出（患者と遺伝子配列が一致） 

 事例２ 

  発生年月日 平成 29 年 1 月 26 日 

原因施設 和歌山県御坊市の学校給食センター（センター方式） 

  患者総数 804 人（1月 30 日現在） 

  ・原因食品は「磯和え」で立川市の事例と同一ロットのきざみのりを使用 

事例３ 

  発生年月日 平成 29 年 2 月 22 日 

原因施設 東京都小平市の小平第一小学校集団給食施設（単独校方式） 

  患者総数 26 人 

 事例４ 

  発生年月日 平成 29 年 2 月 25 日 

原因施設 東京都小平市の小平第十一小学校集団給食施設（単独校方式） 

  患者総数 39 名 

  ・きざみのり（業者保管）からノロウイルス検出（立川市の事例とノロウ

イルスの遺伝子配列が一致） 

 事例５ 

  発生年月日 平成 29 年 1 月 26 日 

  原因施設 福岡県久留米市内の事業所内の給食施設 

  患者総数 39 名 

・患者等の便から検出されたノロウイルスの遺伝子型及び塩基配列が立川

市及び和歌山県の事例と一致 

 事例６ 

  発生年月日 平成 29 年 2 月 18 日 

  原因施設 大阪府内の弁当製造施設 

  患者総数 53 名 

・患者等の便から検出されたノロウイルスの遺伝子型及び塩基配列が立川

市及び和歌山県の事例と一致 
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 事例７ 

  発生年月日 平成 29 年 2 月 27 日 

原因施設 東京都西多摩郡檜原村５７６  

檜原村学校給食共同調理場（センター方式） 

  患者総数 2 名 

  原因食品 きざみのり 

  病因物質 ノロウイルス 

  

３ いそ小判海苔本舗への調査（大阪市） 

 加工所のふき取り検査 

○ トイレ周辺、のり裁断機からノロウイルス検出 

（東京都が検出したノロウイルスと遺伝子型が一致） 

  

４ 行政処分（大阪市） 

 ○ いそ小判海苔本舗について営業禁止命令 

 ○ 回収命令 焼きのり（賞味期限 17.12.01） 

 （同一加工場の製品については自主回収） 

 

回収対象品（東京都ＨＰから） 

 


